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(57)【要約】
【課題】使用する装薬量を瞬時に変更して射出速度を切
り換えることができる速度切換機構付き弾薬と、これを
用いたりゅう弾砲や迫撃砲などの火砲を提供する。
【解決手段】弾薬１０は、飛翔体１２、内部に発射薬１
３が装填された複数の中空薬室１４、および各発射薬１
３を独立に着火する複数の着火源１６を備える。各中空
薬室１４は、発射筒２２の内側と連通する開口と、その
開口を気密に閉じる耐圧蓋１５とを有し、耐圧蓋１５は
、内圧が外圧より高いときにのみ開口を開放する。火砲
２０は、発射筒２２と着火装置２８とを備え、着火装置
２８は、着火源１６のうち一部又は全部を選択して着火
する着火線２６を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　火薬エネルギーを利用して発射筒から発射される飛翔体と、
該飛翔体の後端部に独立して設けられ、内部に発射薬がそれぞれ装填された複数の中空薬
室と、
　該中空薬室内の各発射薬をそれぞれ独立に着火する複数の着火源とを備え、
　前記各中空薬室は、発射筒内と連通する開口と、該開口を気密に閉じる耐圧蓋とを有し
、
　該耐圧蓋は、内圧が外圧より高いときに前記開口を開放し、内圧が外圧より低いときに
発射筒内の圧力に耐えて開口を気密に閉じ、
　これにより複数のうち一部又は全部の中空薬室内の発射薬を選択して着火し射出速度を
切り換える、ことを特徴とする速度切換機構付き弾薬。
【請求項２】
　前記複数の中空薬室は、発射筒の軸心に対して同心に形成された２又は３以上の同心薬
室からなる、ことを特徴とする請求項１に記載の速度切換機構付き弾薬。
【請求項３】
　前記複数の中空薬室は、飛翔体の後端部に位置し互いに独立した同一の並列薬室からな
る、ことを特徴とする請求項１に記載の速度切換機構付き弾薬。
【請求項４】
　速度切換機構付き弾薬を火薬エネルギーを利用して発射するため発射筒と、
　前記速度切換機構付き弾薬に着火するための着火装置とを備えた火砲であって、
　前記速度切換機構付き弾薬は、内部に発射薬がそれぞれ装填された複数の中空薬室と、
　該中空薬室の各発射薬をそれぞれ独立に着火する複数の着火源とを有し、
　前記着火装置は、前記着火源のうち一部又は全部を選択して着火する着火線を有し、
　これにより複数のうち一部又は全部の中空薬室内の発射薬を選択して着火し射出速度を
切り換える、ことを特徴とする速度切換機構付き弾薬を用いた火砲。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用する装薬量を瞬時に変更して射出速度を切り換える速度切換機構付き弾
薬とこれを用いた火砲に関する。
【背景技術】
【０００２】
　「火砲」とは、火薬エネルギーを利用して弾を発射する武器のうち、口径が２０ｍｍ以
上の砲身を使用するものをいう。火砲は、加農砲、りゅう弾砲、迫撃砲、高射砲、無反動
砲等に大別することができる。
　「弾薬」とは、火砲で発射される弾とこれを発射するための発射薬とが結合されたもの
をいう。弾薬は、それを発射する火砲に応じて、りゅう弾砲用弾薬、迫撃砲用弾薬、無反
動砲用弾薬等と呼ばれる。
【０００３】
　火砲と弾薬は、例えば非特許文献１に詳しく記載されている。また本発明に関連する先
行文献として例えば特許文献１が既に開示されている。
【０００４】
　特許文献１の「自走式りゅう弾砲の弾丸・装薬自動給弾薬装置」は、車体上のりゅう弾
砲の後部の砲俯仰部に自動給弾薬機及び自動装填機を設け、砲を俯仰させた状態で弾丸及
び装薬の供給及び装填を行うことを目的とする。
　このため、この発明による自走式りゅう弾砲の弾丸・装薬自動給弾薬装置は、図６に示
すように、りゅう弾砲５１の後部の砲俯仰部５２に弾丸５３の自動給弾機５４及び弾丸用
自動装填機５５と、装薬５６の自動給薬機５７及び装薬用自動装填機５８とを設け、りゅ
う弾砲５１の砲俯仰角範囲内で自動給弾薬及び装填ができるようにしたものである。
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【０００５】
【非特許文献１】「火器弾薬ハンドブック」、弾道学研究会、財団法人防衛技術協会
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－９７９１０号公報、「自走式りゅう弾砲の弾丸・装薬自動
給弾薬装置」
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　図７は、火砲の１つである従来の無反動砲の模式図である。この図において、６１は弾
（飛翔体）、６２は砲身（発射筒）、６３はカウンターマス、６４は発射薬、６５は着火
線である。
　かかる無反動砲は以下のように作動する。
（１）砲身６２内に装填された発射薬６４を着火線６５により着火する。
（２）発射薬６４の燃焼ガスが発生し、砲身内の圧力が上昇する。
（３）圧力による荷重を受けた弾６１が砲身内を移動し、砲口より射出されるまで加速さ
れる。
（４）弾６１は発射薬量６４（付与された砲内圧力時間積）に応じた射出速度を得て、既
定の弾道で目標へ投射される。
【０００８】
　なおカウンターマス６３は、砲身内の圧力により後方に投射され、弾６１の発射による
衝撃を緩衝するようになっている。かかる無反動砲は、りゅう弾砲や迫撃砲として用いる
。
【０００９】
　上述したりゅう弾砲や迫撃砲では、その射距離の調整は一般に射角と装薬量を加減する
ことで行われる。
　しかし、人員携行式りゅう弾砲等の場合、器材として一定量の発射薬が装填済であり、
射撃時に薬量調整はできない。そのため、予め規定された弾道（射出速度）のみでの運用
となる。
　また、迫撃砲の場合、射撃前に、弾道・射距離（射出速度）に応じた量の発射薬を人員
により砲弾に装着する必要がある。運用には砲側への人員配置が不可欠な上、砲弾準備に
は一定の時間が必要となり、即応性に劣る問題点がある。
【００１０】
　本発明は、上述した問題点を解決するために創案されたものである。すなわち、本発明
の目的は、使用する装薬量を瞬時に変更して射出速度を切り換えることができる速度切換
機構付き弾薬と、これを用いたりゅう弾砲や迫撃砲などの火砲を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によれば、火薬エネルギーを利用して発射筒から発射される飛翔体と、
該飛翔体の後端部に独立して設けられ、内部に発射薬がそれぞれ装填された複数の中空薬
室と、
　該中空薬室内の各発射薬をそれぞれ独立に着火する複数の着火源とを備え、
　前記各中空薬室は、発射筒内と連通する開口と、該開口を気密に閉じる耐圧蓋とを有し
、
　該耐圧蓋は、内圧が外圧より高いときに前記開口を開放し、内圧が外圧より低いときに
発射筒内の圧力に耐えて開口を気密に閉じ、
　これにより複数のうち一部又は全部の中空薬室内の発射薬を選択して着火し射出速度を
切り換える、ことを特徴とする速度切換機構付き弾薬が提供される。
【００１２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、前記複数の中空薬室は、発射筒の軸心に対して同
心に形成された２又は３以上の同心薬室からなる。



(4) JP 2009-115403 A 2009.5.28

10

20

30

40

50

【００１３】
　また本発明の好ましい別の実施形態によれば、前記複数の中空薬室は、飛翔体の後端部
に位置し互いに独立した同一の並列薬室からなる。
【００１４】
　また本発明によれば、速度切換機構付き弾薬を火薬エネルギーを利用して発射するため
発射筒と、
　前記速度切換機構付き弾薬に着火するための着火装置とを備えた火砲であって、
　前記速度切換機構付き弾薬は、内部に発射薬がそれぞれ装填された複数の中空薬室と、
　該中空薬室の各発射薬をそれぞれ独立に着火する複数の着火源とを有し、
　前記着火装置は、前記着火源のうち一部又は全部を選択して着火する着火線を有し、
　これにより複数のうち一部又は全部の中空薬室内の発射薬を選択して着火し射出速度を
切り換える、ことを特徴とする速度切換機構付き弾薬を用いた火砲が提供される。
【発明の効果】
【００１５】
　上記本発明の構成によれば、弾薬（速度切換機構付き弾薬）が、飛翔体の後端部に複数
の中空薬室を有し、火砲が中空薬室の各発射薬の着火源のうち一部又は全部を選択して着
火する着火装置を有するので、一部又は全部の中空薬室内の発射薬を選択して着火し飛翔
体の射出速度を瞬時に切り換えることができる。
【００１６】
　また、前記各中空薬室の耐圧蓋は、内圧が外圧より高いときに前記開口を開放し、内圧
が外圧より低いときに発射筒内の圧力に耐えて開口を気密に閉じるように構成されている
ので、着火装置で着火されていない中空薬室内の圧力は、着火後の発射筒内圧力よりは低
いため、着火されていない中空薬室の発射薬が作動することはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の好ましい実施形態を図面を参照して説明する。なお各図において、共通
する部分には同一の符号を付し、重複した説明は省略する。
【００１８】
　図１は、本発明による速度切換機構付き弾薬の第１実施形態図であり、図２（Ａ）はそ
のＡ－Ａ断面図である。
　図１において、本発明の速度切換機構付き弾薬１０は、飛翔体１２、複数の中空薬室１
４及び複数の着火源１６を備える。
【００１９】
　飛翔体１２は、いわゆる弾または弾体であり、火薬エネルギーを利用して発射筒（図示
せず、図３参照）から発射される。この例において、弾頭部１１が飛翔体１２内に格納さ
れている。なお、弾頭部１１および飛翔体１２の構成はこの例に限定されず、自由に構成
することができる。
【００２０】
　複数の中空薬室１４は、飛翔体１２の後端部（図１で右端）に独立して設けられ、内部
に発射薬１３がそれぞれ装填されている。
　図２（Ａ）に示すように、この例では、複数の中空薬室１４は、発射筒の軸心に対して
同心に形成された２つの同心薬室１４ａ，１４ｂからなる。なお本発明はこの例に限定さ
れず、同心に形成された３以上の同心薬室であってもよい。
　発射薬１３は、りゅう弾砲や迫撃砲に用いられる通常の装薬であるが、中空薬室毎に異
なる装薬を用いてもよい。
【００２１】
　複数の着火源１６は、中空薬室１４の各発射薬１３をそれぞれ独立に着火する。着火源
１６は、好ましくは、りゅう弾砲や迫撃砲に用いられる通常の着火薬である。しかし本発
明はこれに限定されず、着火薬の代わりに着火栓（スパークプラグ等）を用いてもよい。
また、着火薬又は着火栓を後述する着火線２６を用いずに、ワイヤレスで作動できるよう
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にしてもよい。
【００２２】
　図１において、各中空薬室１４は、発射筒の内側と連通する開口と、この開口を気密に
閉じる耐圧蓋１５とを有する。
　図２（Ａ）の例において、同心に形成された２つの同心薬室１４ａ，１４ｂの開口は内
側の円形開口と外側のリング状開口であり、開口を閉じる耐圧蓋１５は、それぞれ円形と
リング状の平板である。
【００２３】
　耐圧蓋１５は、中空薬室１４の内圧が外圧（発射筒の内圧）より高いときにのみ開口を
開放するように構成されている。また、中空薬室１４の内圧が外圧（発射筒の内圧）より
低いときには、発射筒内の圧力に耐えて開口を気密に継続して閉じるように、耐圧蓋１５
は構成されている。
　耐圧蓋１５の構造は、この例では開口より大きい平板からなり、その周囲を開口周縁に
接着又は溶接したものである。しかし本発明は、内圧が外圧より高いときにのみ開口を開
放するように構成されている限りで、この構成に限定されない。
【００２４】
　図２（Ｂ）は、本発明による速度切換機構付き弾薬の第２実施形態における図２（Ａ）
と同様の断面図である。
【００２５】
　この例において、複数の中空薬室１４は、飛翔体１２の後端部に位置する互いに独立し
た同一の並列薬室１４ｃからなる。同一の並列薬室１４ｃは、この例ではそれぞれ独立し
た薬莢１７を有する中空円筒形であり、同一量の発射薬１３が装填されている。
　なお、本発明はこの構成に限定されず、例えば、ハニカム形状の薬莢又は隔壁であって
もよい。
【００２６】
　図３は、上述した速度切換機構付き弾薬１０を用いる本発明による火砲の模式図である
。
　この図において、２２は砲身（発射筒）、２４はカウンターマス、２６は着火線、２８
は着火装置である。
　この例において、本発明の火砲２０は、無反動式のりゅう弾砲又は迫撃砲であるが、本
発明はこれに限定されず、無反動式以外の火砲であってもよい。
【００２７】
　カウンターマス２４は、砲身２２内の圧力により後方（図で右側）に投射され、弾薬１
０の発射による衝撃を緩衝するようになっている。
　着火装置２８は、速度切換機構付き弾薬１０に着火する機能を有し、着火線２６を介し
て、弾薬１０の着火源１６のうち一部又は全部を選択して着火する。着火装置２８は、弾
薬１０の着火源１６のうち一部又は全部を選択するための切換スイッチ、又は接点を有し
、着火直前に任意に選択できるようになっている。
　なお、上述したように、弾薬１０の着火薬又は着火栓を着火線２６を用いずに、着火装
置２８からワイヤレスで作動できるようにしてもよい。
【００２８】
　本発明の火砲２０は以下のように作動する。
（１）速度切換機構付き弾薬１０の各中空薬室１４に装填された発射薬１３のうち一部又
は全部を着火装置２８で選択し、着火線２６および着火源１６を介して着火する。
（２）選択された発射薬１３の燃焼ガスが発生し、砲身２２内の圧力が上昇する。
（３）圧力による荷重を受けた弾薬１０が砲身内を移動し、砲口（図で左端）より射出さ
れるまで加速される。
（４）弾薬１０は選択された発射薬１３の量（付与された砲内圧力時間積）に応じた射出
速度を得て、既定の弾道で目標へ投射される。
【００２９】
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　図４は、本発明の弾薬１０と火砲２０の使用状態を示す模式図である。この図において
、（Ａ）は２つの同心薬室１４ａ，１４ｂのうち内側の薬室１４ａの発射薬１３のみを着
火した場合、（Ｂ）は外側の薬室１４ｂの発射薬１３のみを着火した場合を示している。
　なお、この例において、弾薬１０は、図２（Ａ）の第１実施形態の弾薬である。
【００３０】
　図４（Ａ）では、内側の薬室１４ａの発射薬１３の量が外側より少ないので、選択され
た発射薬１３の燃焼ガス１により上昇する砲身内の圧力は相対的に低く、砲口より射出さ
れる弾薬１０の射出速度２も相対的に低くなる。
　また、図４（Ｂ）では、外側の薬室１４ｂの発射薬１３の量が内側より多いので、選択
された発射薬１３の燃焼ガス１により上昇する砲身内の圧力は相対的に高く、砲口より射
出される弾薬１０の射出速度２も相対的に高くなる。
　なお、内側と外側の両方を着火した場合には、発射薬１３の量が外側のみよりも多いの
で、砲身内の圧力はさらに高く、砲口より射出される弾薬１０の射出速度もさらに高くな
る。
【００３１】
　従って、図２（Ａ）の第１実施形態の弾薬１０を用いる場合、内側、外側の２つ同心薬
室１４ａ，１４ｂのうち一部又は全部の中空薬室内の発射薬を選択して着火することによ
り、射出速度２を高速、中速、低速の３通りに切り換えることが瞬時にできる。
【００３２】
　また、図２（Ｂ）の第２実施形態の弾薬１０を用いる場合には、７つの同一の並列薬室
１４ｃのうち一部又は全部の並列薬室内の発射薬を選択して着火することにより、射出速
度を７通りに切り換えることができる。
【００３３】
　図５は、本発明の弾薬１０と火砲２０の使用形態を示す模式図である。この図において
、（Ａ）は射出速度が低速の場合、（Ｂ）は射出速度が高速の場合を示している。
　なお、この例において、火砲２０は、遠隔操作式旋回俯仰ランチャである。
【００３４】
　例えば、本発明の弾薬１０を薬量選択型ガス発生機構付き多目的弾（対装甲用ＨＥＡＴ
／対人用調整破片の複合弾頭）として用いた場合、単一の器材（弾）かつ砲側人員配置な
しで、目標の種別（車両／人員）・距離（近距離／遠距離）に応じた最適な弾道（射出速
度）を設定、即時対処（攻撃）が可能となる。
【００３５】
　すなわち、目標の種別が、人員３（例えば兵士）である場合、或いは目標の距離が近距
離である場合には、図５（Ａ）のように、射出速度を低速に瞬時に切り換え、低速・曲射
弾道で弾薬１０を発射することができる。これにより、弾薬１０を人員近傍の地面（土、
アスファルト）へ弾着させて、調整破片効果を発揮することができる。
　また、目標の種別が、車両４（例えば戦車）である場合、或いは目標の距離が遠距離で
ある場合には、図５（Ｂ）のように、射出速度を高速に瞬時に切り換え、高速・直射弾道
で弾薬１０を発射することができる。これにより、軽装甲ボディ等へ直撃し、ＨＥＡＴ効
果を発揮することができる。
【００３６】
　上述したように、本発明の構成によれば、弾薬１０（速度切換機構付き弾薬）が、飛翔
体１２（弾）の後端部に複数の中空薬室１４を有し、火砲２０が中空薬室１４の各発射薬
１３の着火源１６のうち一部又は全部を選択して着火する着火装置２８を有するので、一
部又は全部の中空薬室１４内の発射薬１３を選択して着火し飛翔体の射出速度を切り換え
ることができる。
【００３７】
　また、各中空薬室１４の耐圧蓋１５は、内圧が外圧より高いときに開口を開放し、内圧
が外圧より低いときに発射筒内の圧力に耐えて開口を気密に閉じるように構成されている
ので、着火装置２８で着火されていない中空薬室１４内の圧力は、着火後の発射筒内圧力
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よりは低いため、着火されていない中空薬室の発射薬が作動することはない。
【００３８】
　なお、本発明は上述した実施の形態に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種
々変更できることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明による速度切換機構付き弾薬の第１実施形態図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図（Ａ）とその第２実施形態図（Ｂ）である。
【図３】弾薬１０を用いる本発明による火砲の模式図である。
【図４】本発明の弾薬１０と火砲２０の使用状態を示す模式図である。
【図５】本発明の弾薬１０と火砲２０の使用形態を示す模式図である。
【図６】特許文献１の「自走式りゅう弾砲の弾丸・装薬自動給弾薬装置」の模式図である
。
【図７】火砲の１つである従来の無反動砲の模式図である。
【符号の説明】
【００４０】
１　燃焼ガス、２　射出速度、３　人員（兵士）、４　車両（戦車）、
１０　弾薬（速度切換機構付き弾薬）、１１　弾頭部、
１２　飛翔体（弾）、１３　発射薬、１４　中空薬室、
１４ａ，１４ｂ　同心薬室、１４ｃ　薬室、
１５　耐圧蓋、１６　着火源、１７　薬莢、
２０　火砲、２２　砲身（発射筒）、
２４　カウンターマス、２６　着火線、
２８　着火装置

【図１】

【図２】

【図３】
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